
2026「北方領土の日」 

根室管内住民大会 
 7日正午より根室市総合文化会館大ホールにて、2026「北方領土の日」根室管内住民大会

が開催されました。（下の写真はシュプレヒコールの様子） 
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今
日
、
北
方
領
土
問
題
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
伴

う
平
和
条
約
締
結
交
渉
の
中

断
、
北
方
四
島
交
流
事
業
及

び
自
由
訪
問
に
つ
い
て
の
合

意
の
停
止
、
さ
ら
に
は
北
方

墓
参
ま
で
も
が
実
施
で
き
な

い
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
時
こ
そ
、
根
室
管
内
の
住

民
が
一
堂
に
会
し
、
北
方
領

土
問
題
の
早
期
解
決
の
想
い

を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
返

還
運
動
後
継
者
の
育
成
を
目

的
と
し
て
「
北
方
領
土
の
日
」

で
あ
る
２
月
７
日
に
本
大
会

を
開
催
し
ま
す
。 

  

北
方
領
土
隣
接
地
域
振
興

対
策
根
室
管
内
市
町
連
絡
協

議
会
会
長
で
あ
る
石
垣
雅
敏

根
室
市
長
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
「
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

で
）
厳
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
、

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
原
点
の
地
か
ら
、

領
土
返
還
の
熱
い
思
い
を
発

信
し
よ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
日
は
東
京
で
全
国
大

会
が
開
か
れ
て
お
り
、
東
京

会
場
と
現
地
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
び
、
高
市
早
苗
首
相
の

挨
拶
を 

挨
拶
を
聴
き
ま
し
た
。
な
お
、

全
国
大
会
に
は
日
本
共
産
党

か
ら
笠
井
亮
国
際
委
員
会
副

責
任
者
が
出
席
。
大
会
に
寄

せ
た
党
の
政
党
決
意
全
文
を

下
段
に
掲
載
し
た
の
で
ご
参

照
く
だ
さ
い
。 

  

現
地
大
会
で
は
、
来
賓
か

ら
の
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

続
き
、
３
世
代
の
方
々
に
よ

る
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

元
島
民
一
世
の
方
は
「
元

島
民
も
７
割
が
亡
く
な
り
、

平
均
年
齢
は

９０

歳
を
超
え

た
。
何
が
あ
ろ
う
と
あ
き
ら

め
な
い
。
後
継
者
の
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
、
不
退
転
の

決
意
で
全
力
を
尽
く
す
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

 

若
者
世
代
の
方
は
「
現
状

は
悪
化
し
て
い
る
。
領
土
問

題
は
人
権
問
題
で
あ
り
地
域

の
経
済
問
題
で
も
あ
る
。
声

を
あ
げ
続
け
る
こ
と
が
重

要
。
早
期
返
還
の
た
め
力
を

つ
く
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

島
民
４
世
で
高
校
２
年
生

の
方
は
「
高
校
で
出
前
講
座

を
行
っ
て
い
る
が
、
認
知
度

の
低
さ
を
実
感
し
て
い
る
。

元
島
民
の
想
い
を
引
き
継

ぎ
、
全
国
の
同
世
代
に
訴
え

て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
の
政
党
決
意 

 

故
郷
を
追
わ
れ
、
多
く
の
困

難
を
経
験
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
元

島
民
の
皆
様
と
そ
の
ご
家
族
に

心
か
ら
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
、

大
会
関
係
者
の
皆
様
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。 

 

日
ロ
領
土
問
題
の
根
本
は
、
ソ

連
の
ス
タ
ー
リ
ン
が「
領
土
不

拡
大
」
と
い
う
第
二
次
世
界
大

戦
の
戦
後
処
理
の
原
則
を
破

り
、
ヤ
ル
タ
協
定
で「
千
島
引
き

渡
し
」
を
米
英
に
認
め
さ
せ
た

こ
と
、
そ
れ
に
沿
っ
た
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
で
日
本
が

「
千
島
放
棄
」
を
宣
言
し
た
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
択
捉
、
国
後

は
も
ち
ろ
ん
千
島
列
島
全
体

が
１
８
７
５
年
の
樺
太
千
島
交

換
条
約
で
平
和
的
に
確
定
し

た
日
本
の
領
土
で
す
。
歯
舞
群

島
、
色
丹
は
北
海
道
の
一
部
で

あ
り
、
平
和
条
約
を
待
た
ず
即

時
返
還
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
国
際

法
違
反
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

日
本
が
非
難
し
て
い
る
こ
と
を

も
っ
て
平
和
交
渉
を
中
断
し
、

「
ビ
ザ
な
し
」
交
流
の
合
意
を
破

棄
す
る
と
い
う
、
極
め
て
横
暴

な
態
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ

ア
の
覇
権
主
義
の
行
動
を
許
さ

ず
、
国
際
的
な
道
理
に
基
づ
き

不
公
正
な
戦
後
処
理
を
た
だ

す
た
め
、
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

 


